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昭和35年度「県民の歌・県旗・県章関係綴」（930103-30550）より

ポ
ス
タ
ー
・
封
筒
・
楽
譜
、
こ
れ
ら

は
「
県
民
の
歌
・
県
旗
・
県
章
関
係
綴
」

の
簿
冊
に
入
っ
て
い
た
資
料
で
す
。
昭

和

年
（
１
９
５
９
）、
秋
田
県
で
は
県

34
民
の
歌
・
県
民
舞
踊
・
県
章
・
県
旗
の

制
定
に
つ
い
て
一
般
に
公
募
し
ま
し
た
。

前
年
に
八
郎
潟
干
拓
着
工
、
翌
々
年
の

国
体
開
催
を
控
え
た
秋
田
県
の
躍
進
を

象
徴
す
る
出
来
事
で
し
た
。

県
民
の
歌
の
歌
詞
に
は
、
北
秋
田
郡

森
吉
町
の
大
久
保
笑
子
さ
ん
の
応
募
作

が
当
選
し
ま
し
た
。
プ
ロ
の
作
詞
家
が

補
作
し
て
完
成
し
た
歌
詞
に
つ
い
て
、

次
に
楽
曲
が
公
募
さ
れ
ま
し
た
。
応
募

２
３
１
曲
か
ら
最
終
選
考
に
残
っ
た
４

曲
に
つ
い
て
、
テ
ー
プ
に
録
音
し
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
放
送
合
唱
団
の
歌
唱
を
聴
い
て
審

査
し
ま
し
た
。
意
見
が
割
れ
た
た
め
、

秋
田
市
内
の
旅
館
榮
太
楼
で
最
終
審
査

会
が
開
か
れ
、
４
曲
を
ピ
ア
ノ
で
演
奏

し
て
審
議
を
重
ね
た
結
果
、
秋
田
高
校

３
年
生
の
菅
原
良
昭
さ
ん
の
応
募
作
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
写
真
の
封
筒
と
楽
譜

は
菅
原
さ
ん
の
応
募
で
す
。

翌
年
に
は
普
及
の
た
め
に
レ
コ
ー
ド

が
製
作
さ
れ
ま
し
た
。
紅
白
歌
合
戦
に

連
続
出
場
し
て
い
た
林
伊
佐
雄
と
ラ
ジ

オ
ド
ラ
マ
「
新
諸
国
物
語
・
紅
孔
雀
」

の
テ
ー
マ
を
歌
っ
た
井
口
小
夜
子
の
デ

ュ
エ
ッ
ト
で
吹
き
込
ん
で
い
ま
す
。
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８
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今
後
の
情
勢
に
よ
っ
て
は
変
更
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
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了
承
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い
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９
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６
月

日
14

月
８
日
～

月

日

12

12

13

休
館
日
に
つ
い
て
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
ま
た
は
当
館
内

の
掲
示
等
で
御
確
認
く
だ
さ
い
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内
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今
後
の
行
事
予
定

今
後
の
行
事
予
定



当
館
が
所
蔵
す
る
江
戸
時
代
の
古
文
書

や
明
治
時
代
の
公
文
書
な
ど
の
多
く
は
、

楷
書
や
行
書
の
書
体
を
く
ず
し
た
草
書
で

書
か
れ
て
い
ま
す
。
初
め
て
目
に
し
た
方

に
は
、
ま
る
で
ミ
ミ
ズ
が
の
た
く
っ
た
文

字
に
見
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
も

現
在
で
は
め
っ
た
に
使
わ
れ
な
い
候
文
、

そ
う
ろ
う
ぶ
ん

つ
ま
り
高
校
の
古
典
の
時
間
に
習
っ
た
文

語
体
で
す
。
江
戸
時
代
に
は
、
簡
単
に
速

く
候
文
を
書
く
た
め
、
筆
記
体
の
よ
う
に

日
常
的
に
く
ず
し
字
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

欧
米
と
異
な
り
、
日
本
の
公
文
書
館
の

場
合
、
利
用
者
の
前
に
手
強
い
く
ず
し
字

の
壁
が
立
ち
塞
が
り
ま
す
。
で
も
大
丈
夫
！

令和３年度の古文書解読講座（初級編）

手
強
い
く
ず
し
字
の
壁
も
、
鍛
錬
、
つ
ま

り
練
習
の
積
み
重
ね
で
次
第
に
乗
り
越
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
当
館
で
は
、

今
年
度
も
左
記
の
日
程
で
、
く
ず
し
字
を

読
み
解
く
鍛
錬
の
場
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

初
級
編
の
４
回
は
、
初
め
て
古
文
書
解

読
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
る
方
に
お
勧
め
で

す
。
講
師
が
ゆ
っ
く
り
参
加
者
と
と
も
に
、

比
較
的
や
さ
し
い
古
文
書
を
読
み
、
解
読

の
基
礎
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

中
・
上
級
編
で
は
、
初
級
編
で
は
飽
き

足
ら
な
い
方
、
こ
れ
ま
で
古
文
書
の
解
読

経
験
の
あ
る
方

を
中
心
に
長
め

の
古
文
書
を
講

師
と
と
も
に
読

み
解
き
ま
す
。

な
お
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡

大
状
況
に
よ
り
、

中
止
の
場
合
も

あ
る
こ
と
を
予

め
御
承
知
お
き

く
だ
さ
い
。

当
館
で
は
「
あ
き
た
県
庁
出
前
講
座
」

の
一
環
と
し
て
、
地
域
の
公
民
館
や
学
校

な
ど
を
会
場
に
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
５
件
１
７
０
名
の
利
用
が
あ
り

ま
し
た
。
写
真
は
、
今
年
５
月
に
横
手
郷

土
史
研
究
会
へ
出
前
し
た
際
の
様
子
で
す
。

日
程
や
内
容
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
美

の
国
あ
き
た
ネ
ッ
ト
の
「
令
和
４
年
度
あ

き
た
県
庁
出
前
講
座
」
か
ら
申
込
用
紙
に

記
入
し
、
当
館
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
講
座
の
終
了
後
は
、

受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
記
入
し
県
生
涯
学
習
課
へ
お
送
り
く
だ

さ
い
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
場

合
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
前
も
い
た
し
ま
す
。

会場：横手市総合交流促進施設あさくら館

●
資
料
の
写
真
が
撮
影
で
き
ま
す
。

閲
覧
室
に
あ
る
複
製
さ
れ
た
資
料
は
所

定
の
手
続
き
で
コ
ピ
ー
で
き
ま
す
が
、
書

庫
に
収
納
さ
れ
て
い
る
資
料
は
歴
史
資
料

が
多
く
、コ
ピ
ー
を
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

代
わ
り
に
写
真
撮
影
を
許
可
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
特
別
閲
覧
室
３
室
で
撮
影
で

き
ま
す
。
満
室
の
場
合
は
、
使
用
を
お
断

り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
御
希
望
の

方
は
早
め
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
古
文
書
相
談
日
（
予
約
制
）
の
ご
案
内

貴
重
な
歴
史
資
料
の
散
逸
や
劣
化
を
防

ぐ
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
、
相
談

者
が
所
蔵
す
る
古
文
書
の
保
存
等
の
相

談
に
対
応
し
ま
す
。
毎
月
第
２
・
第
４

火
曜
日
を
中
心
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
個
人
ブ
ー
ス
で
県
政
ニ
ュ
ー
ス
・
だ
よ

り
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

閲
覧
室
で
は
月
替
わ
り
で
数
本
ま
と
め

て
毎
日
放
映
し
て
い
ま
す
。こ
の
ほ
か
に
、１

本
単
位
の
視
聴
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

個
室
ブ
ー
ス
で
の
視
聴
と
な
り
ま
す
が
、１

本
当
た
り
約

分
間
の
放
映
で
す
。

10

図
書
館
に
お
出
で
の
際
に
待
ち
時
間
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
、、秋
田
の
昔
の
映
像
を

ご
覧
い
た
だ
く
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

公文書館だより第40号 2

古
文
書
解
読
講
座
の
開
催
に
あ
た
り

出
前
講
座
の
ご
案
内

閲
覧
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

実施日 講　座　内　容

①【初級】家老の日記で学ぶ古文書

②【初級】所蔵資料で読む秋田のくらし

③【初級】佐竹文庫に見る幕末・異国船の男鹿来航

④【初級】戸村家文書に見る秋田戊辰戦争

⑤【中・上級】大坂冬の陣、今福の戦い

⑥【中・上級】久保田城下名所めぐり

7月15日(金) ⑦【中・上級】御鷹を飼う

6月24日(金)

7月 1日(金)

7月 8日(金)



「
岡
本
元
朝
日
記
」
（
混
架
七
ー
三
八
〇
）
の
刊
行
は

平
成
二
十
七
年
に
始
ま
り
、今
年
三
月
に
完
結
（
全
八

巻
）
と
な
り
ま
し
た
。家
老
職
に
あ
っ
た
岡
本
元
朝
の
日

記
は
、藩
政
の
記
述
が
中
心
と
は
な
り
ま
す
が
、赤
穂
事

件
（1

・二
巻
）
や
生
類
憐
れ
み
の
令
（
三
・七
巻
）
な
ど

教
科
書
記
載
の
出
来
事
に
つ
い
て
も
詳
し
く
書
か
れ
て

い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、世
間
で
囁
か
れ
る
興
味
本
位
の

噂
話
な
ど
に
も
触
れ
、好
奇
心
旺
盛
な
性
格
が
垣
間
見

ら
れ
る
の
も
こ
の
日
記
の
特
徴
に
な
っ
て
い
ま
す
。

宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
八
月
二
十
六
日
の
条
に
秋

田
藩
江
戸
上
屋
敷(

東
京
都
台
東
区
）
東
門
向
か
い
の

旗
本
屋
敷
を
舞
台
と
す
る
傷
害
事
件
の
顛
末
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。老
中
配
下
の
作
事
奉
行
の
下
役
で
あ
る

畳
奉
行
の
主
人
か
ら
、前
年
秋
に
「
し
か
り
（
叱
り
）
」
を

得
て
追
い
出
さ
れ
た
小
姓
が
、そ
れ
を
恨
み
に
夜
中
、主

人
の
寝
間
へ
忍
び
込
み
、斬
り
か
か
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

浅
傷
の
主
人
の
反
撃
に
よ
り
、逃
げ
た
小
姓
で
し
た
が
、

落
と
し
た
脇
差
か
ら
足
が
つ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

し
み
せ
ん
堀
（
三
味
線
堀
）
を
舟
に
の
り
、
う
ら

藪
よ
り
寝
間
へ
し
の
び
入
、
主
人
ふ
し
た
る
蚊
や

之
外
か
ら
切
候
へ
共
、
う
す
手
故
、
主
人
お
き
あ

わ
せ
刀
を
ぬ
き
切
は
ら
い
追
候
へ
ハ
、
わ
き
さ
し

（
脇
差
）
を
落
し
逃
候
由
、
夜
中
故
、
何
者
と
云

事
不
知
候
へ
共
、
落
候
わ
き
さ
し
主
人
拵
候
て
と

ら
せ
た
る
わ
き
さ
し
故
、
し
（
知
）
れ
候

そ
の
脇
差
は
主
人
が
拵
え
て
与
え
た
物
で
し
た
。元

々
、小
姓
は
主
人
の
信
頼
厚
い
人
物
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
後
、公
儀
の
詮
議
に
よ
り
、死
罪
と
な
り
ま
す
が
、

主
人
に
傷
を
負
わ
せ
た
従
者
は
、逆
罪
と
し
て
日
本
橋

で
晒
し
者
と
な
り
ま
す
。三
日
間
の
晒
し
の
後
、小
塚
原

（
荒
川
区
南
千
住
）
の
刑
場
へ
向
か
う
の
で
す
が
、

御
屋
し
き
前
ひ
か
れ
候
時
、
右
主
人
門
前
二
て
主

人
の
名
を
高
ク
呼
、「
首
を
預
ケ
お
き
候
、
三
年

ノ
内
二
お
も
ひ
し
ら
せ
ん
」
と
申
候
よ
し
、
不
届

者
ニ
御
座
候
也

主
人
へ
の
並
々
な
ら
ぬ
恨
み
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。そ
も

そ
も
「
し
か
り
」
の
原
因
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

本
之
儀
ハ
下
女
に
密
通
い
た
し
、
そ
れ
故
不
届
共

有
之
、
追
出
シ
い
た
さ
れ
候

密
通
を
咎
め
ら
れ
た
・・・。何
と
な
く
、納
得
し
か
か

り
ま
し
た
が
、

さ
て
下
女
ハ
其
後
主
人
の
妾
ニ
な
り
候
と
申
沙
汰

（
噂
話
）
い
た
し
候
也

こ
の
一
文
で
、元
朝
は
こ
の
日
の
日
記
を
締
め
て
い
ま

す
。下
女
が
主
人
の
妾
（
原
文
マ
マ
）
に
な
っ
た
と
い
う
噂

話
を
聞
き
つ
け
た
こ
と
が
、こ
の
事
件
を
書
き
残
し
た

理
由
で
し
ょ
う
か
。「
横
恋
慕
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
思
い

浮
か
び
ま
す
。真
相
が
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
全
文
を

読
み
返
し
て
み
る
と
、元
朝
の
小
姓
へ
の
同
情
の
よ
う
な

「
や
る
せ
な
さ
」
が
行
間
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
「
岡
本
元
朝
日
記
」
か
ら
は
日
々
の
公
務

の
様
子
だ
け
で
は

な
く
、日
常
生
活
で

の
人
間
味
あ
ふ
れ

る
視
点
を
感
じ
ま

す
。
そ
し
て
、
三
百

年
前
の
人
の
営
み
に

も
現
代
に
お
け
る

そ
れ
へ
の
も
の
と
ま

っ
た
く
変
わ
ら
な
い

共
感
が
生
じ
る
こ

と
に
驚
き
ま
す
。

な
お
、江
戸
上
屋

敷
は
当
時
、
「
下
谷

三
味
線
堀
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
、東
門
が
道
を
挟
ん
で
三

味
線
堀
に
接
し
て
い
ま
し
た
。「
舟
に
の
り
、う
ら
藪
よ

り
寝
間
へ
し
の
び
入
」
で
す
の
で
、右
図
「
三
味
セ
ン
ホ

リ
」
に
接
す
る
旗
本
屋
敷
あ
た
り
が
候
補
で
す
が
、確

証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
岡
本
元
朝
日
記
」
は
刊
行
本
の

ほ
か
、写
真
本
も
当
館
閲
覧
室
で
自
由
に
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

【
髙
田
環
樹
】

公文書館だより第40号 3

岡本元朝

【寛文元年（1661）～

正徳２年（1712）】

３代藩主義処の治世に

おいて相手番、家老とな

る。元朝が中心となった

修史事業の過程で収集

・書写・編纂された『秋

田藩家蔵文書』もまた

『岡本元朝日記』ととも

に、秋田県指定有形文

化財である。

「
岡
本
元
朝
日
記
」

分間江戸大絵図（岡390）



今
年
三
月
で
『
岡
本
元
朝
日
記
』
の
翻
刻
本
が
完
結

し
ま
し
た
。
最
終
巻
の
校
正
の
途
中
で
次
の
よ
う
な
箇

所
が
あ
り
ま
し
た
。（
正
徳
元
年
六
月
五
日
条
）

「
扁
照
寺
右
同
断
、
但
宝
鏡
院
～
今
性
院
、
安
楽
院

ハ
返
盃
無
之
、
尤
御
送
も
無
之
也
、
六
句
衆
ハ
献
上
物

も
無
之
～
」

こ
の
「
六
句
衆
」
と
は
何
か
。
原
本
で
は
「
六
勺
」

に
も
見
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ず
困
っ
た
時
の

「
日
国
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
小
学
館
）
を

引
い
て
み
ま
す
。

六
句
も
六
勺
も
な
く
、
あ
っ
た
の
は
「
六
垢
」

（
仏
語
。
煩
悩
か
ら
生
じ
た
六
種
の
心
の
汚
れ
）

と
か
、「
六
尺
」（
駕
籠
舁
、
下
僕
・
下
男
）
と

か
で
、ど
ち
ら
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
よ
う
で
す
。

『
秋
田
県
史
』
の
索
引
を
見
て
も
「
六
句
」

や
「
六
勺
」
は
出
て
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
藩
政
期
の
い
ろ
い
ろ
な
項
目
を
解
説

す
る
編
纂
物
、
こ
れ
も
困
っ
た
時
の
『
国
典
類

抄
』（
Ａ
Ｓ
二
〇
九
ー
一
一
七
）
を
見
て
み
ま

す
。
雑
部
前
編
第
一
〇
冊
に
諸
寺
院
の
記
載
が
あ
り
、

宝
鏡
院
の
箇
所
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
宝
鏡
院
六
勺
九
分
衆

御
城
江
之
御
歳
暮
～
」（
寛

永
三
年
十
二
月
廿
七
日
条
）

さ
ら
に
吉
田
山
一
乗
院
の
箇
所
に
も
左
の
記
載
が
あ

り
ま
す
。

「
去
八
日
之
日
付
に
て
半
右
衛
門
処
よ
り
六
句
衆
名

を
か
へ
候
～
」（
元
和
七
年
十
一
月
廿
一
日
条
）

い
ず
れ
も
『
梅
津
政
景
日
記
』
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、

か
た
や
「
六
勺
」、
一
方
は
「
六
句
」
で
す
。
秋
田
図
書

館
が
刊
行
し
た
翻
刻
本
で
も
そ
う
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
原
典
で
あ
る
『
梅
津
政
景
日
記
』（
Ａ
三
一
二

ー
一
三
〇
）
を
確
認
し
て
み
ま
す
。

寛
永
三
年
極
月
廿
七
日
条
に
は
、
確
か
に
「
六
勺
九

分
衆
」
と
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
元

和
七
年
霜
月
廿
一
日
条
を
見
る
と
該
当
の
箇
所
は
あ
り

ま
せ
ん
。
次
の
日
の
廿
二
日
条
に
「
六
供
衆
」
と
い
う

文
字
が
見
え
ま
す
（
写
真
参
照
）。

『
国
典
類
抄
』
の
一
乗
院
の
引
用
は
日
付
も
間
違
え

て
お
り
、
文
字
も
「
六
句
衆
」
で
は
な
く
「
六
供
衆
」

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
宝
鏡
院

の
引
用
の
「
六
勺
」
も
「
六
句
」
で
は
な
い
の
か
と
い

う
疑
問
が
わ
き
ま
す
。

『
梅
津
政
景
日
記
』
は
東
大
史
料
編
纂
所
で
翻
刻
さ

れ
、
そ
れ
が
『
大
日
本
古
記
録
』（
岩
波
書
店
）
の
一
シ

リ
ー
ズ
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
（
隣
の
図
書
館
閲

覧
室
で
見
ら
れ
ま
す
）。
そ
の
翻
刻
本
で
確
認
す
る
と
、

「
六
句
（
供
）
九
分
衆
」
と
翻
刻
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
「
勺
」
に
見
え
た
字
は
「
句
」
で
、
本
来
は
「
供
」

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
こ
で
最
後
に
、『
秋
田
県
の
地
名
』（
平
凡
社
）
を

見
て
み
る
と
、
索
引
に
「
六
供
町
」「
六
句
町
」
が
あ
り
、

該
当
頁
を
見
る
と
、「
手
形
」
の
説
明
箇
所
に
次
の
よ
う

に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

「
宝
鏡
院
の
南
は
六
句
あ
る
い
は
六
供
町
、
北
を
手

形
休
下
町
と
い
っ
た
」
と
し
て
、
寛
永
八
年
（
一
六
三

一
）
に
宝
鏡
院
門
前
の
町
に
割
り
付
け
て
、「
南
か
ら
遍

照
寺
、
次
い
で
宝
鏡
院
の
末
寺
威
徳
院
・
泉
光
院
・
成

福
院
・
松
門
院
・
常
賢
（
興
）
院
・
梅
真
院
の
六
供
奉

寺
が
並
ぶ
。
六
供
町
、
供
が
な
ま
っ
て
六
句
町
は
こ
の

と
き
に
成
立
し
た
」

六
句
は
六
供
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
は
宝
鏡
院
の
末
寺

の
六
供
奉
寺
の
こ
と
で
、
六
供
奉
寺
の
住
職
ら
を
六
句

ぐ

ぶ

衆
と
呼
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
「
元
朝
日
記
」
の
単
語
か
ら
、「
日
本
国
語

大
辞
典
」、「
国
典
類
抄
」（
原
本
と
翻
刻
）、「
梅
津
政
景

日
記
」（
原
本
と
翻
刻
）、「
秋
田
県
の
地
名
」
と
調
べ
て
、

以
上
の
よ
う
な
結
論
に
達
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
「
元

朝
日
記
」
の
翻
刻
は
「
六
勺
」
で
は
な
く
「
六
句
」
と

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
ん
な
基
本
的
な
こ
と
は
既
に
知
っ
て
い
る
と
い
う

人
も
い
る
で
し
ょ
う
が
、「
国
典
類
抄
」
の
写
し
間
違
い

や
「
政
景
日
記
」
の
翻
刻
の
精
緻
さ
な
ど
を
知
る
こ
と

が
出
来
て
、
一
つ
の
単
語
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
る
面

白
さ
を
味
わ
っ
た
の
で
し
た
。

【
佐
藤

隆
】
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道
行
く
人
に
「
『
古
文
書
』
と
い
う
文

字
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
尋
ね
る
と
し

ま
し
し
ょ
う
。す
る
と
、割
合
多
く
の
方
が

「
こ
ぶ
ん
し
ょ
」
と
読
む
は
ず
で
す
。こ
れ

は
某
局
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
も
間
違
え
る
ほ

ど
。正
解
は
「
こ
も
ん
じ
ょ
」
で
す
。

日
本
で
は
、
古
来
か
ら
公
的
・
私
的

を
問
わ
ず
、
書
類
を
「
も
ん
じ
ょ
」
と

呼
ん
で
い
ま
し
た
。
で
す
の
で
「
古
文

書
」
は
、
高
等
学
校
国
語
の
時
間
に
学

習
す
る
「
古
文
の
書
」
で
は
な
く
、「
古

い
も
ん
じ
ょ
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
で
は
「
古
文
書
」
と
は
何
か
？

AS317-7-1「権現様御判物」佐竹氏

の出羽移封を沙汰した家康の命令

書の写し

古
文
書
を
歴
史
資
料
と
し
て
扱
う

「
古
文
書
学
」
の
古
い
テ
キ
ス
ト
を
見

る
と
、
そ
の
定
義
は
「
差
出
人
と
受
取

人
の
双
方
が
存
在
す
る
文
書
」
と
あ
り

ま
す
。（
例･

伊
木
寿
一
『
日
本
古
文
書

学
』
昭
和
５
年
）
こ
う
な
る
と
日
記
等

は
「
古
記
録
」
で
あ
り
、
古
文
書
で
は

な
い
と
い
う
の
で
す
。

し
か
し
、
昨
今
で
は
「
古
文
書
」
は

「
く
ず
し
字
」
で
書
か
れ
て
い
る
文
字

資
料
全
般
と
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
「
く
ず
し
字
」
が
、
私
た
ち
の
日

常
で
使
う
楷
書
の
文
字
と
違
う
ば
か
り

か
、
言
い
回
し
も
全
く
異
な
る
か
ら
で

し
ょ
う
。

何
だ
、
こ
の
ク
ネ
ク
ネ
文
字
は
！

→
読
め
な
い
。
理
解
不
能
。

→
「
古
文
書
」
と
い
う
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
古
文
書
」
読
み

手
の
私
た
ち
が
問
い
か
け
れ
ば
、
最
初

は
遠
慮
が
ち
に
、
次
第
に
饒
舌
に
過
去

の
こ
と
を
語
り
ま
す
。
ま
さ
に
歴
史
家

の
Ｅ･

Ｈ･

カ
ー
の
「
歴
史
と
は
現
在
と

過
去
の
対
話
で
あ
る
」（『
歴
史
と
は
何

か
』
昭
和

年
）
で
す
。

37

で
は
「
古
文
書
」
を
自
由
自
在
に
読

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、

ど
れ
だ
け
の
時
間
が
か
か
る
か
？
と
な

り
ま
す
と
、
余
暇
時
間
の
多
く
を
割
い

て
学
習
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
古
文
書
と
共
に
歩
む
人
生
（LIFE

）

に
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
「
古
文
書
」
は
楽
し
い
！

本
企
画
展
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
こ
こ

に
あ
り
ま
す
。
展
示
は
前
半
・
後
半
大

幅
に
入
れ
替
え
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
最

初
の
コ
ー
ナ
ー
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む

古
文
書
の
世
界
を
紹
介
し
ま
す
。
前
半

の
展
示
で
は
、
そ
の
後
、
久
保
田
城
下

名
所
巡
り
、
江
戸
関
連
の
古
文
書
、
ま

た
本
年
３
月
よ
り
公
開
し
た
橫
手
の
郷

土
史
家･

伊
澤
慶
治
収
集
資
料
を
展
示

し
ま
す
。

後
半
の
展
示
で
は
、
江
戸
時
代
の
秋

田
美
人
の
絵
や
「
ぐ
っ
と
く
る
古
文
書

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
題
し
て
、
意
外
な

事
実
を
教
え
て
く
れ
た
り
、
親
近
感
を

抱
け
た
り
、
有
名
な
歴
史
上
の
事
件
を

記
し
た
古
文
書
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

企
画
展
「
ぐ
っ
と
く
る

古
文
書

LIFE

」
魅
力
も
り
だ
く
さ
ん
の
展
示
を

実
施
し
ま
す
。
皆
様
の
御
観
覧
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
当
館
で
は
、
未
整
理
資
料
の

整
理
技
法
を
学
ぶ
「
記
憶
の
護
り
人
養

も

び
と

成
教
室
」
を
開
講
。「
記
憶
の
護
り
人
」

と
は
、
古
文
書
を
読
む
こ
と
が
で
き
る

か
ら
一
歩
進
ん
で
、
古
文
書
を
整
理
す

る
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
意
味
す
る
当

館
の
造
語
。

資
料
番
号
を
た
ど
れ
ば
、
未
整
理
状

態
の
塊
に
復
元
で
き
る
よ
う
講
師
が
番

号
を
つ
け
、
受
講
者
に
古
文
書
を
手
渡

し
し
ま
す
。
そ
の
瞬
間
に
受
講
生
が
見

せ
る
「
何
と
か
読
め
そ
う
だ
」「
こ
れ

は
難
し
そ
う
だ
」
と
い
う
悲
喜
こ
も
ご

も
の
表
情
を
見
る
の
は
乙
な
も
の
。

教
室
は
毎
月
一
回
の
全
八
回
。
は
り

き
っ
て
指
導
に
当
た
り
ま
す
。

＊
年
度
途
中
で
の
募
集
は
し
ま
せ
ん
。

資料･封筒･ﾃﾞｰﾀｼｰﾄを手渡す場面。

受講者:先生、前の方が受け取った

ものより難しい気が。講師：「平等

取扱の原則」とあなたの運です。
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令
和

四

年

度

企

画

展

ぐ
っ
と
く
る

古
文
書L

IF
E

前
半

八
月
二
十
五
日
～
九
月
二
十
五
日

後
半

九
月
二
十
九
日
～
十
月
十
六
日

「
記
憶
の
護
り
人
養
成
教
室
」

始
ま
り
ま
し
た



秋
田
県
で
は
、
県
民
の
皆
様
の
理
解
と

協
力
の
上
に
県
の
仕
事
を
進
め
て
い
く
た

め
、
県
の
活
動
の
広
報
す
る
方
法
の
一
つ

と
し
て
、「
県
政
だ
よ
り
」
と
い
う

分
10

間
の

ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
短
編
映
画
を
昭
和

16
年
（
１
９
５
５
）
か
ら
制
作
し
、
市
町

30村
へ
の
巡
回
上
映
、
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
を
通
じ
て
映
写
会
等
を
行
い
ま
し

た
。翌

昭
和

年
（
１
９
５
６
）
に
は
、
さ

31

ら
に
多
く
の
県
民
の
皆
様
に
見
て
も
ら
う

た
め
、
当
時
多
く
の
人
を
集
め
て
い
た
映

画
館
で
上
映
で
き
る
よ
う

ミ
リ
フ
ィ
ル

35

ム
で
制
作
さ
れ
、
本
編
映
画
の
幕
あ
い
な

ど
に
上
映
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
ご
覧

に
な
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

昭
和

年
（
１
９
５
７
）
か
ら
は
「
県

32

政
ニ
ュ
ー
ス
」
と
タ
イ
ト
ル
が
変
わ
り
、

昭
和

年
（
１
９
７
３
）
か
ら
は
カ
ラ
ー

48

映
画
化
さ
れ
、
昭
和

年
（
１
９
７
８
）

53

ま
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
県
事
業
の
Ｐ
Ｒ

だ
け
で
な
く
、
昭
和

年
代
～

年
代
前

30

50

半
の
県
内
各
地
域
の
生
活
や
文
化
、
産
業

な
ど
様
々
な
話
題
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し

出
し
て
お
り
ま
し
た
。

公
文
書
館
で
は
、
こ
れ
ら
の
県
政
映
画

を
保
存
し
て
お
り
、
こ
の
一
部
を
大
き
な

ス
ク
リ
ー
ン
で
鑑
賞
で
き
る
上
映
会
を
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
年
で
も
あ
り
ま
し
た

の
で
前
回
、
昭
和

年
の
映
画
を
上
映
い

39

た
し
ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
８
月
と

月
の
年
２
回
、

11

当
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
本
年
度
は
８
月

日
（
木
）、

25

日
（
金
）
の
２
日
間
連
続
で
行
う
予
定

26に
し
て
お
り
ま
す
。「
秋
田
昭
和
の
時
代

映
像
ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
テ
ー
マ
に
、
昭
和

年
・

年
代
に
上
映
さ
れ
た
郷
土
秋
田

30

40

の
懐
か
し
い
ニ
ュ
ー
ス
映
像
数
本
の
上
映

を
本
年
度
も
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
是
非

当
館
に
足
を
お
運
び
、ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
当
館
２
階
の
閲
覧
室
に
お
き
ま

し
て
は
小
型
モ
ニ
タ
ー
で
は
あ
り
ま
す

が
、
月
替
わ
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
毎
日
放

映
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。

昭和30年代の「県政ニュース」冒頭

当
館
所
蔵
資
料
の
複
写
物

は
、
許
可
を
受
け
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
出
版
・
掲
載
・
放

映
又
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
へ

掲
載
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

映
像
資
料
の
上
映
な
ど
も
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
出
版
・
掲
載
・
放
映
等

許
可
申
請
書
」
の
提
出
が
あ

っ
た
場
合
、
①
公
文
書
館
の

設
置
の
目
的
に
反
す
る
お
そ

れ
が
な
い
か
、
②
公
文
書
館
の
業
務
に
支

障
を
き
た
す
お
そ
れ
が
な
い
か
、
③
第
三

者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
の
人
権
を
侵
害
す

る
お
そ
れ
が
な
い
か
、等
を
審
査
し
ま
す
。

申
請
手
続
き
の
説
明
や
申
請
書
等
の
様

式
は
、
当
館
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
「
閲

覧
室
と
資
料
の
ご
利
用
方
法
」
に
詳
し
く

記
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
参
考
と
し
て
く

だ
さ
い
。

原資料の複写物は次の方法
でご入手いただくことが可能で
す。

①「閲覧・複写申請書」を提出の
上、利用者ご自身が当館で撮
影する。

②当館が公開するウェブサイト
「デジタルアーカイブ」で資料
を検索し、スクリーンショットで
保存する。（公開資料は限られ
ます）

③当館がツイッターに投稿中の
画像を利用する。

６
月
９
日
は
「
国
際
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
の
日
」
で
す
。
第
二
次
世
界

大
戦
後
の
１
９
４
８
年
６
月
９
日

に
国
際
公
文
書
館
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

が
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、
２
０
０

７
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
大
戦
で
は
、

各
地
で
何
世
紀
も
保
存
さ
れ
た
膨
大
な
記

録
が
簡
単
に
失
わ
れ
ま
し
た
。

世
紀
の

21

現
代
も
、
戦
火
の
中
で
多
く
の
記
録
が
消

え
て
い
ま
す
。
平
和
の
中
で
も
私
た
ち
が

保
存
の
重
要
性
に
無
関
心
に
な
れ
ば
、
記

録
は
人
知
れ
ず
散
逸
し
て
し
ま
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
当
館
の
講
座
や
企
画
展
、
上
映

会
を
通
し
て
保
存
さ
れ
た
記
録
が
語
る
話

に
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
知
）

公文書館だより第40号 6

県
政
映
画
上
映
会
開
催
に

県
政
映
画
上
映
会
開
催
に

あ
た
り

あ
た
り
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